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ら
に
、
排
水
対
策
技
術
の
普
及
や
関
連
機

械
の
導
入
支
援
、
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
訪
問
を
通
じ
た
課
題
解
決
型
の
営

農
支
援
を
展
開
し
、
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
を
進
め
ま
し
た
。
資
材
・
機
械
分
野

で
は
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
資
材
の
活
用
や

ド
ロ
ー
ン
散
布
等
に
よ
り
作
業
の
省
力

化
・
効
率
化
の
推
進
お
よ
び
農
業
機
械
の

整
備
体
制
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
施

設
分
野
で
は
、
Ｊ
Ａ
施
設
の
更
新
・
再
編

や
省
エ
ネ
化
に
対
応
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
営
農
支
援
の
高

度
化
な
ど
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
生
産
性
向
上

と
担
い
手
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

②
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農

家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化

　
生
産
販
売
分
野
で
は
、
米
穀
お
よ
び
青

果
物
の
安
定
供
給
と
有
利
販
売
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
米
穀
に
つ
い
て
は
需
給
逼
迫

へ
の
対
応
と
し
て
安
定
集
荷
と
販
売
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
早
期
契
約
の
推
進
に

よ
り
手
取
り
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
青
果

物
に
つ
い
て
は
、
気
象
変
動
や
消
費
低
迷

の
影
響
を
受
け
る
中
で
、
契
約
取
引
の
拡

大
や
加
工
・
業
務
事
業
者
と
の
連
携
、
販

促
や
食
育
・
花
育
活
動
の
展
開
に
よ
り
需

要
創
出
に
努
め
た
ほ
か
、
物
流
合
理
化
や

輸
出
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
販
売
力
強
化

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
業
務
（
予

約
・
出
荷
報
告
・
荷
受
・
出
荷
）
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
、
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
営
業
活
動
の
高
度
化
に
向
け

た
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

　
生
産
購
買
分
野
で
は
需
要
結
集
や
メ
ー

カ
ー
交
渉
、
原
材
料
・
規
格
の
見
直
し
等

に
よ
り
、
価
格
抑
制
と
安
定
供
給
の
両
立

を
図
り
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
渡
し
価
格
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
、

生
産
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
と
活
気
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り

　
畜
産
酪
農
分
野
で
は
、
飼
料
価
格
高
騰

に
よ
る
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
生
産
基
盤

の
維
持
と
販
売
力
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

販
売
先
と
連
携
し
た
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
肉
」
の
輸
出
強
化
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
、
酪
農
に
お
け
る
乳
価
改
定
や
Ｐ
Ｒ
を

通
じ
た
需
要
喚
起
に
よ
り
、
生
産
者
所
得

の
確
保
と
生
乳
の
生
産
実
態
へ
の
理
解
醸

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
９

年
度
末
の
松
本
食
肉
処
理
施
設
の
閉
鎖
を

見
据
え
た
、
新
た
な
流
通
体
制
の
構
築
を

進
め
ま
し
た
。

　
く
ら
し
支
援
分
野
で
は
、
石
油
・
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
・
で
ん
き
事
業
を
通
じ
て
生
活
イ
ン

フ
ラ
の
安
定
供
給
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

よ
り
顧
客
接
点
の
拡
充
と
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
環
境
改
善
・

自
動
車
・
セ
レ
モ
ニ
ー
・
組
織
購
買
・

Ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
に
よ
り
、
組
合
員
の
く

ら
し
支
援
と
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
進
め
ま
し
た
。

④
総
合
経
営
管
理
制
の
堅
持
に
よ
る
県
域

機
能
の
発
揮

　
総
合
経
営
管
理
制
の
下
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び

子
会
社
と
の
一
体
的
な
事
業
展
開
を
推
進

し
、
県
域
経
済
事
業
の
競
争
力
強
化
と
収

支
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
・
取
引
先
を
含

め
た
業
務
効
率
化
や
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ

る
意
思
決
定
の
高
度
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
導
入
・

活
用
促
進
に
よ
り
組
織
全
体
の
生
産
性
向

上
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
、

人
材
育
成
や
働
き
方
改
革
、
採
用
強
化
、

広
報
活
動
の
充
実
を
通
じ
て
、
組
織
基
盤

の
強
化
と
信
頼
性
向
上
を
進
め
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
に
対
し
て
は
、 

県
本
部
独
自
対
策
や
各
種
奨
励
に
よ
る
総

額
９
億
９
，
６
０
０
万
円
の
還
元
に
加
え

て
、
段
ボ
ー
ル
生
産
者
渡
し
価
格
の
低
減

を
図
る
た
め
、
約
５
，
２
０
０
万
円
を
価

格
に
直
接
折
り
込
ん
で
供
給
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
令
和
７
年
度
は
米
価
高

騰
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
異
常
気
象

に
よ
る
果
実
の
集
荷
数
量
減
少
や
野
菜
の

単
価
不
振
が
響
き
、
総
供
給
販
売
高
は

２
，
７
２
３
億
円
（
前
年
比
98
％
・
計

画
比
１
０
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
事
業
管
理
費
の
削
減
（
計
画
比

96
％
）
と
運
営
の
効
率
化
に
よ
り
、
税
引

前
当
期
利
益
は
５
億
５
，
２
０
０
万
円

（
計
画
比
２
７
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と
食
料
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
緊
急
決
議

（
要
約
）

　
長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
資
材
価
格

高
騰
の
常
態
化
や
担
い
手
不
足
、
自
然
災

害
の
激
甚
化
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
情
勢
の
下
、
燃
料
・
生
産
資
材
の
価

格
上
昇
や
供
給
不
安
も
懸
念
さ
れ
る
中
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
に
向
け
「
信
州

産
も
っ
と
推
し
党
」
を
通
じ
た
国
消
国
産

運
動
の
推
進
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
組
合
員
と
担
い
手
が

希
望
を
持
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境

の
実
現
に
向
け
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

行
政
へ
の
支
援
要
請
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
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①
持
続
可
能
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り
に

よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
・
拡
大

　
農
業
振
興
分
野
で
は
、
消
費
動
向
や
生

産
実
態
を
踏
ま
え
、
果
菜
類
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
等
で
単
収
向
上
と
生
産
拡
大
に
向
け

た
施
設
化
提
案
や
品
種
、
栽
培
法
の
実
証

試
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ン

ゴ
高
密
植
栽
培
の
モ
デ
ル
圃
で
の
実
証
、

遮
熱
ネ
ッ
ト
等
の
高
温
対
策
試
験
な
ど
、

気
候
変
動
へ
の
対
応
を
図
り
ま
し
た
。
さ

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
６
月
29
日
㈪
、
Ｊ
Ａ

長
野
中
央
会
お
よ
び
各
連
合
会
の
通
常
総

会
と
同
日
に
、
会
員
会
議
を
長
野
市
の

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
（
ア
ク
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
」

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
運
営
委
員
の
補
欠
等
の
選

任
」
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

「
全
農
長
野
県
本
部
会
員
会
議
」
開
催

改
革
推
進
・
企
画
課

■
運
営
委
員
選
任
結
果

　
新
た
に
４
名
の
方
が
選
任
さ
れ
、
16
名

の
運
営
委
員
は
別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

■
令
和
７
年
度
の
事
業
概
況

　
世
界
的
に
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
が

高
ま
る
中
、
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
物
流

費
は
上
昇
し
、
農
家
経
営
へ
の
影
響
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
が
十

分
に
進
ま
な
い
こ
と
か

ら
、
再
生
産
可
能
な
取

引
価
格
の
実
現
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
県
内
で
は
担
い

手
不
足
が
進
行
し
、
生

産
基
盤
の
維
持
に
加
え
、 

組
合
員
構
成
の
変
化
を

踏
ま
え
た
Ｊ
Ａ
経
済
事

業
の
一
層
の
進
展
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
全
農

長
野
は
「
中
期
事
業
計

画
（
令
和
７
～
９
年

度
）」
の
初
年
度
と
し

て
、
①
持
続
可
能
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く

り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
・
拡
大
　

②
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農

家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化
　
③
Ｊ
Ａ
経

済
事
業
の
収
支
改
善
と
活
気
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
　
の
３
点
を
事
業
運
営
の
基
本

目
標
と
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
総
合
経

営
管
理
制
堅
持
の
下
、
農
家
組
合
員
の
営

農
と
く
ら
し
へ
の
貢
献
と
Ｊ
Ａ
経
済
事
業

の
確
立
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 長野県本部運営委員会　委員名簿（敬称略）

職　務 氏　名 所属ＪＡ・役職 備　考
会 長 神農　佳人 ＪＡグリーン長野 会 長
副 会 長 眞島　　実 Ｊ Ａ 信 州 う え だ 会 長
委 員 津金　一成 Ｊ Ａ 長 野 八 ヶ 岳 代表理事組合長
委 員 髙栁　利道 Ｊ Ａ 佐 久 浅 間 代表理事組合長
委 員 丸山　勝也 Ｊ Ａ 信 州 う え だ 代表理事組合長 （新任）
委 員 小平　　淳 Ｊ Ａ 信 州 諏 訪 代表理事組合長
委 員 西村　　篝 Ｊ Ａ 上 伊 那 代表理事組合長
委 員 中村　　彰 Ｊ Ａ み な み 信 州 代表理事組合長
委 員 亀子　宗樹 Ｊ Ａ 木 曽 代表理事組合長
委 員 田中　　均 ＪＡ松本ハイランド 代表理事組合長
委 員 寺澤　武憲 Ｊ Ａ 洗 馬 代表理事組合長 （新任）
委 員 宮澤　　清 Ｊ Ａ あ づ み 代表理事組合長
委 員 山本　雅彦 Ｊ Ａ 大 北 代表理事組合長 （新任）
委 員 栗林　和洋 ＪＡグリーン長野 代表理事組合長
委 員 望月　　隆 Ｊ Ａ 中 野 市 代表理事組合長
委 員 小林　武郎 Ｊ Ａ な が の 代表理事組合長 （新任）

令和７年度の事業報告をする長谷川県本部長

開会挨拶をする神農会長
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ら
に
、
排
水
対
策
技
術
の
普
及
や
関
連
機

械
の
導
入
支
援
、
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
訪
問
を
通
じ
た
課
題
解
決
型
の
営

農
支
援
を
展
開
し
、
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
を
進
め
ま
し
た
。
資
材
・
機
械
分
野

で
は
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
資
材
の
活
用
や

ド
ロ
ー
ン
散
布
等
に
よ
り
作
業
の
省
力

化
・
効
率
化
の
推
進
お
よ
び
農
業
機
械
の

整
備
体
制
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
施

設
分
野
で
は
、
Ｊ
Ａ
施
設
の
更
新
・
再
編

や
省
エ
ネ
化
に
対
応
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
営
農
支
援
の
高

度
化
な
ど
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
生
産
性
向
上

と
担
い
手
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

②
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農

家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化

　
生
産
販
売
分
野
で
は
、
米
穀
お
よ
び
青

果
物
の
安
定
供
給
と
有
利
販
売
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
米
穀
に
つ
い
て
は
需
給
逼
迫

へ
の
対
応
と
し
て
安
定
集
荷
と
販
売
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
早
期
契
約
の
推
進
に

よ
り
手
取
り
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
青
果

物
に
つ
い
て
は
、
気
象
変
動
や
消
費
低
迷

の
影
響
を
受
け
る
中
で
、
契
約
取
引
の
拡

大
や
加
工
・
業
務
事
業
者
と
の
連
携
、
販

促
や
食
育
・
花
育
活
動
の
展
開
に
よ
り
需

要
創
出
に
努
め
た
ほ
か
、
物
流
合
理
化
や

輸
出
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
販
売
力
強
化

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
業
務
（
予

約
・
出
荷
報
告
・
荷
受
・
出
荷
）
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
、
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
営
業
活
動
の
高
度
化
に
向
け

た
Ｄ
Ｘ
の
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

　
生
産
購
買
分
野
で
は
需
要
結
集
や
メ
ー

カ
ー
交
渉
、
原
材
料
・
規
格
の
見
直
し
等

に
よ
り
、
価
格
抑
制
と
安
定
供
給
の
両
立

を
図
り
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
渡
し
価
格
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
、

生
産
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
と
活
気
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り

　
畜
産
酪
農
分
野
で
は
、
飼
料
価
格
高
騰

に
よ
る
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
生
産
基
盤

の
維
持
と
販
売
力
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

販
売
先
と
連
携
し
た
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

牛
肉
」
の
輸
出
強
化
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
、
酪
農
に
お
け
る
乳
価
改
定
や
Ｐ
Ｒ
を

通
じ
た
需
要
喚
起
に
よ
り
、
生
産
者
所
得

の
確
保
と
生
乳
の
生
産
実
態
へ
の
理
解
醸

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
９

年
度
末
の
松
本
食
肉
処
理
施
設
の
閉
鎖
を

見
据
え
た
、
新
た
な
流
通
体
制
の
構
築
を

進
め
ま
し
た
。

　
く
ら
し
支
援
分
野
で
は
、
石
油
・
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
・
で
ん
き
事
業
を
通
じ
て
生
活
イ
ン

フ
ラ
の
安
定
供
給
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

よ
り
顧
客
接
点
の
拡
充
と
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
環
境
改
善
・

自
動
車
・
セ
レ
モ
ニ
ー
・
組
織
購
買
・

Ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
に
よ
り
、
組
合
員
の
く

ら
し
支
援
と
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
進
め
ま
し
た
。

④
総
合
経
営
管
理
制
の
堅
持
に
よ
る
県
域

機
能
の
発
揮

　
総
合
経
営
管
理
制
の
下
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び

子
会
社
と
の
一
体
的
な
事
業
展
開
を
推
進

し
、
県
域
経
済
事
業
の
競
争
力
強
化
と
収

支
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
・
取
引
先
を
含

め
た
業
務
効
率
化
や
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ

る
意
思
決
定
の
高
度
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
導
入
・

活
用
促
進
に
よ
り
組
織
全
体
の
生
産
性
向

上
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
、

人
材
育
成
や
働
き
方
改
革
、
採
用
強
化
、

広
報
活
動
の
充
実
を
通
じ
て
、
組
織
基
盤

の
強
化
と
信
頼
性
向
上
を
進
め
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
に
対
し
て
は
、 

県
本
部
独
自
対
策
や
各
種
奨
励
に
よ
る
総

額
９
億
９
，
６
０
０
万
円
の
還
元
に
加
え

て
、
段
ボ
ー
ル
生
産
者
渡
し
価
格
の
低
減

を
図
る
た
め
、
約
５
，
２
０
０
万
円
を
価

格
に
直
接
折
り
込
ん
で
供
給
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
令
和
７
年
度
は
米
価
高

騰
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
異
常
気
象

に
よ
る
果
実
の
集
荷
数
量
減
少
や
野
菜
の

単
価
不
振
が
響
き
、
総
供
給
販
売
高
は

２
，
７
２
３
億
円
（
前
年
比
98
％
・
計

画
比
１
０
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
事
業
管
理
費
の
削
減
（
計
画
比

96
％
）
と
運
営
の
効
率
化
に
よ
り
、
税
引

前
当
期
利
益
は
５
億
５
，
２
０
０
万
円

（
計
画
比
２
７
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と
食
料
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
緊
急
決
議

（
要
約
）

　
長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
資
材
価
格

高
騰
の
常
態
化
や
担
い
手
不
足
、
自
然
災

害
の
激
甚
化
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
情
勢
の
下
、
燃
料
・
生
産
資
材
の
価

格
上
昇
や
供
給
不
安
も
懸
念
さ
れ
る
中
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
に
向
け
「
信
州

産
も
っ
と
推
し
党
」
を
通
じ
た
国
消
国
産

運
動
の
推
進
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
組
合
員
と
担
い
手
が

希
望
を
持
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境

の
実
現
に
向
け
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

行
政
へ
の
支
援
要
請
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
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　ＪＡ全農長野くらし支援課は、７月７日㈫にＪＡ長野県ビル、８日㈬にＪＡ松本ハイランド「グリンパ
ル」で、ＪＡ直売所や女性部担当者などを対象とした「商品見本市」を初開催しました（＝表紙右上）。
　くらし支援課では、今年度の重点目標の一つに「ＪＡ直売所へのエーコープマーク品の販路拡大」を掲
げており、その取り組みの一環として企画しました。２日間で、ＪＡ担当課長、直売所運営者や店長や仕
入れ担当者、組織担当者、女性部事務局や役員、全農職員など計178名が来場しました。
　両会場には取引先15社が出展し、推進商品の展示や試食を実施。来場者は各ブースを巡りながら商品
を手に取り、担当者から商品の特徴やこだわり、活用方法などについて説明を受けました。

　参加者からは「商品の比較や製造工程の説明などを聞くことが
でき販売の参考になった」「今回のように見本市を開いてもらえ
ると、商品のパッケージを見られるのでとても良い」「景品や粗
品で使えそうな商品があった」といった声が聞かれました。また、
「陳列イメージがあると店舗で参考にできる」といった要望も頂
きました。開催後日には参加拠点から多くの発注をいただきました。
　今回の見本市を通じて、出店者と来場者が直接対話をしながら
商品の理解を深める機会となり、今後の販売拡大に向けた有意義
な催しとなりました。

ＪＡ直売所・店舗および組織・女性部
担当者向け「商品見本市」を初開催

くらし支援課

　ＪＡ長野八ヶ岳、ＪＡ川上物産、ＪＡ川上そ菜販売で構成する南佐久野菜協議会と南佐久管内の行政
５町村＊、およびＪＡ全農長野は７月６日㈪、京浜地区代表卸売会社との販売推進会議、７日㈫に東京都
中央卸売市場・豊洲市場でトップセールスを開催。出荷最盛期を迎えた南佐久の高原野菜を市場関係者や
仕入れに訪れた実需者にPRしました。
　豊洲市場のトップセールで、同協議会会長のＪＡ長野八ヶ岳津金一成組合長は、「我々南佐久の地は、
標高1,000～1,400ｍに渡って広大な耕地面積を有しており、今年産は４月より出荷をスタートしまし
た。今年は梅雨らしい梅雨となり、美味しい野菜がしっかりとできています。露地野菜は豊作のときは荷
がだぶつき、気象の影響があると不足する大変難しい品目ですが、安定生産に向けて努力をしていきた
い。買参人の皆様には、消費者に少しでも多く高原野菜を買ってもらえるよう販売促進をお願いしたい。
また、夏は冬と違い生産する上での経費が余計にかかるが、冬も夏も価格は同じなのが実態である。ぜひ
この機会に行政も含め関係者が一丸となって、夏場の野菜の適正価格について、消費者への理解醸成につ
とめていただきますようお願いします」と挨拶しました。場内では、南佐久野菜協議会のキャラクター
「ななちゃん」印の箱にレタス２玉と浅漬けの素、暑さ対策グッズを詰め込んだギフト箱を配布し、用意
した150箱はまたたく間になくなり好評でした。
　また、６日の京浜地区の主要卸売会社６社との推進会議では、現在までの生産状況および販売情勢を共
有するとともに、今後の販売対策を中心に意見交換を行いました。
　同管内での本年度の野菜生産計画量は2,567万ケースで、夏野菜では国内最大級の産地として11月中
旬まで全国に向けて出荷を予定しています。南佐久野菜協議会は、「八ヶ岳高原野菜」のブランドを維持
し、信頼される恒久的な野菜産地を目指して、管内の行政５町村と協調し、今後も各種事業を展開してま
いります。

＊小海町、北相木村、南相木村、南牧村、川上村

表紙下＝市場で南佐久野菜をアピールした協議会・４町村の代表者

豊洲市場で南佐久野菜トップセールス
東京販売事務所

来場者に試飲を勧める出展者
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重点事業方針

く
ら
し
支
援
部
　
燃
料
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
り
組
み

〜
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
　
公
式
ア
プ
リ
マ
イ
カ
ー
登
録
機
能
」
の
推
進
に
つ
い
て
〜

燃料・ホーム
エネルギー課

た
皆
様
に
、
も
れ
な
く
２
０
０
円
相
当
の

「
え
ら
べ
る
ｐ
ａ
ｙ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
う
え
、
マ
イ
カ
ー
登
録
機
能
を
ご
活

用
い
た
だ
き
、
よ
り
便
利
で
快
適
な
カ
ー

ラ
イ
フ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
公
式
ア
プ
リ
は
２
０
２
２
年

７
月
の
リ
リ
ー
ス
以
来
、
多
く
の
利
用
者

に
支
持
さ
れ
、
２
０
２
６
年
１
月
に
は
会

員
登
録
者
数
が
２
，
０
０
０
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
１
月
末

か
ら
は
新
機
能
と
し
て
「
マ
イ
カ
ー
登
録

機
能
」
が
追
加
さ
れ
、
給
油
だ
け
で
な

く
、
カ
ー
ラ
イ
フ
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ア
プ
リ
へ
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
カ
ー
登
録
機
能
は
、
自
動

車
検
査
記
録
事
項
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取

る
だ
け
で
簡
単
に
登
録
で
き
ま

す
。
登
録
し
た
車
両
情
報
は
ア
プ

リ
上
で
一
元
管
理
さ
れ
、
車
検
証

情
報
に
加
え
て
車
両
の
カ
タ
ロ
グ

情
報
も
自
動
で
反
映
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
車
検
や
点
検
、
オ

イ
ル
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

時
に
必
要
な
情
報
を
す
ぐ
に
確
認

で
き
る
ほ
か
、
車
検
満
了
日
や
燃

費
の
管
理
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
登
録
し
た
愛
車
の
価
格

相
場
を
確
認
で
き
る
「
エ
ネ
ゴ
リ

く
ん
マ
イ
カ
ー
相
場
」
も
利
用
で

き
る
た
め
、
日
々
の
カ
ー
ラ
イ
フ

の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ギ
ー
課
で
は
今
年
度
、
マ
イ
カ
ー
登
録
件

数
５
，
２
０
０
件
を
目
標
と
し
て
取
り
組

み
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
公
式
ア
プ
リ
お
よ
び
マ

イ
カ
ー
登
録
の
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
石
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
・
Ｊ
Ａ
で
ん
き
に
よ
る
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ

で
は
、
店
頭
で
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
公
式
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
マ
イ
カ
ー
登
録
を

し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
へ
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す

（
一
部
未
実
施
の
店
舗
が
ご
ざ
い
ま
す
）。

さ
ら
に
、
８
月
５
日
㈬
か
ら
９
月
30
日
㈬

の
期
間
中
に
初
め
て
マ
イ
カ
ー
登
録
さ
れ

エネゴリ君マイカー相場のスマートフォン画面と登録方法
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　ＪＡ全農長野くらし支援課は、７月７日㈫にＪＡ長野県ビル、８日㈬にＪＡ松本ハイランド「グリンパ
ル」で、ＪＡ直売所や女性部担当者などを対象とした「商品見本市」を初開催しました（＝表紙右上）。
　くらし支援課では、今年度の重点目標の一つに「ＪＡ直売所へのエーコープマーク品の販路拡大」を掲
げており、その取り組みの一環として企画しました。２日間で、ＪＡ担当課長、直売所運営者や店長や仕
入れ担当者、組織担当者、女性部事務局や役員、全農職員など計178名が来場しました。
　両会場には取引先15社が出展し、推進商品の展示や試食を実施。来場者は各ブースを巡りながら商品
を手に取り、担当者から商品の特徴やこだわり、活用方法などについて説明を受けました。

　参加者からは「商品の比較や製造工程の説明などを聞くことが
でき販売の参考になった」「今回のように見本市を開いてもらえ
ると、商品のパッケージを見られるのでとても良い」「景品や粗
品で使えそうな商品があった」といった声が聞かれました。また、
「陳列イメージがあると店舗で参考にできる」といった要望も頂
きました。開催後日には参加拠点から多くの発注をいただきました。
　今回の見本市を通じて、出店者と来場者が直接対話をしながら
商品の理解を深める機会となり、今後の販売拡大に向けた有意義
な催しとなりました。

ＪＡ直売所・店舗および組織・女性部
担当者向け「商品見本市」を初開催

くらし支援課
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来場者に試飲を勧める出展者
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　ビュッフェレストランのサラダバーに、長野県産レタス、サニーレタ
ス、グリーンリーフレタスとセルリーを使用。県外やインバウンドのお客
様に県産レタスのおいしさや鮮度などの魅力を発信しました。

　長野駅ビルの青果店で、試食を提供し特別販売を行いました。全農長野の職員も店頭に立ち、長野県産
レタスの日をPR。テレビ報道もあり、売れ行きも好調でした。

　６年生４クラス120名を対象に、給食の時間に食育の時間を取ってい
ただきました。全農長野の職員が「長野のレタスのおいしさの秘密」や
「長野県の野菜の特徴」を話しました。児童は「長野県産レタス入り
スープ」を食べながら説明に耳を傾けました。

　全国の約500店舗
でレタスの日に合わ
せた宣伝会を実施し
ました。レタスの日
のPOPやうちわを
活用し試食を提供し
て販売促進につなげ
ました。

　レジ上のファミマビジョン（デジタルサイネージ）で、「レタ
スミックス」「白菜サラダ」の商品パッケージと産地動画でPR。

　デジタルサイネージへ動画広告を放映。大勢の利用者に長野県レタスの魅力を発信しました。

■日にち：７月２日㈭　■場　所：長野市立通明小学校長野長野

　野菜きのこ課のイン
スタグラムをフォロー
し「＃７月２日は夏の
長野県産レタスの日」
とコメントした方にレタ
ス詰め合わせをプレゼ
ントするキャンペーン
を実施。3,000人のフォ
ロワーが増加しました。

■日にち：６月22日㈪～７月５日㈰　■場　所：小田急線車内、新橋駅交通広告交通広告

■日にち：６月30日㈫～７月13日㈪
■場　所：ファミマビジョン（長野県、埼玉県、

神奈川県のファミリーマート）

コンコン
� ビニ� ビニ

推しレシピの「レタスステーキ」

■日にち：６月26日㈮～７月10日㈮
■場　所：軽井沢プリンスホテル　Primrose軽井沢軽井沢

■日にち：７月１日㈬・２日㈭
■場　所：フルーツカンパニー MIDORI長野店長野長野

■日にち：６月中旬～７月１週目
■場　所：全国の量販店全国全国 ■日にち：５月27日㈬～

 ７月２日㈭SNSSNS
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　ＪＡ全農長野は、７月２日を７（な）２（つ）のごろ合わせで「夏の長野県産レタスの日」として令和６年
に制定しました。夏場の全国トップシェアを誇る長野県産レタスのおいしさや魅力を多くの皆様に知って
いただこうと、各地でプロモーションを行いました。

　信州野菜推進協議会（京阪神中四国地区）・長野県大阪事務所
と合同で、販促イベントを行いました。協議会役員にも売り場
に立っていただき、レタス、サニーレタスをはじめ、ブロッコ
リー、ズッキーニ、キュウリ、茶えのき、株なめこ、黒あわび
茸、信州プレミアム牛肉を使用したレトルトカレーを販売。長野
県産農畜産物の魅力を売り込みました。
　また、産地を代表してＪＡ佐久浅間の茂木常務にお越しいただ
き、レタスの日のPRと産地の実情をお客様と対話しながら説明
していただきました。

　名古屋販売事務所の職員がPRイベントを開催。野菜担当が、より
一層の販売拡大と継続した消費を呼びかけました。試食にはキユー
ピー㈱協力による「レタスたっぷ
り！サラダうどん」を提供し、同メ
ニューのレシピカードやノベルティ
を配布しました。

　また、流通関係の皆様へ向けて、生産コストが上昇している実態を伝
え、価格が低迷しているレタス類を中心に、一層の取引拡大のお願いと
消費喚起に活用もらおうとレシピやPOPを配布しました。

　２日間でレタス960玉、えのきたけ、ぶなしめじ、エリン
ギ、株なめこのきのこセット600セットが完売となりました。
お客様から「長野県産のレタス、おいしいので毎日食べていま
す」「新鮮でおいしそう」「きのこは良く食べるから詰め合わせ
でうれしい」と大変好評でした。

　長野県産レタス・サニーレタス・グリーンリーフレタスを期間限定で「グリークサラダ」と「チョップ
ドミートサラダ」に使用。サニーレタスを贅沢に半玉使用した「半玉サニーレタスのウェッジサラダ」も
販売されました。

７月２日は「夏の長野県産レタスの日」！ 各地でプロモーション
生産販売部

■日にち：６月23日㈫・30日㈫　■場　所：大阪駅前第一ビル大阪大阪

■日にち：７月２日㈭　■場　所：名古屋市中央卸売市場北部市場「セントライ青果」名古屋名古屋

■日にち：６月26日㈮・27日㈯　■場　所：ルミネ新宿「アグリマルシェ」東京東京

■日にち：６月24日㈬～７月22日㈬
■場　所：800°DEGREES NEAPOLITAN PIZZERIA（ニュウマン新宿）東京東京
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　ＪＡ全農長野果実花き課と東京販売事務所は、これから出荷最盛期を迎える長野県産カーネーションの
PR活動として、県内主産地であるＪＡ信州諏訪、ＪＡ佐久浅間ＪＡ松本ハイランドの３ＪＡ合同による
市場展示および産地フェアを実施しました。
　市場展示は６月22日㈪～26日㈮に㈱大田花きで行い、約40品種の色鮮やかなカーネーションを展示し
ました。また26日の競り前の挨拶では、生産量日本一を誇る長野県産カーネーションの品質の高さなど
を市場関係者へPRしました。
　産地フェアは、26日に大田市場内の仲卸である大森花卉で、22日～28日に大型ホームセンターのジョ
イフル本田で実施しました。フェア期間中は台風の接近によりあいにくの天候となりましたが、大森花卉
では販売が好調で、競り終了時には在庫がほぼ終了するほどの盛況ぶりでした。
　ジョイフル本田では、３本セットをフェア特別価格で販売しました。豊富なカラーバリエーションと手

頃な価格が好評で、多くのお客様にご購入いただきま
した。27日㈯には本会職員が千葉ニュータウン店へ
販売応援に入りました。お客様からはとりわけ淡いピ
ンク色のスプレーカーネーションが人気でした。
　全農長野は、世界情勢の影響により輸入品が少ない
今だからこそ、本県産カーネーションの選別・品質
の高さを、改めて多くのお客様に知っていただける
よう、売場づくりやPRに力を入れ、長野県産花きの
ファン拡大に取り組んでまいります。

長野県３ＪＡ合同カーネーション市場
販促・産地フェアを実施

果実花き課、東京販売事務所

３ＪＡによる競り前の挨拶

　ＪＡ木曽とＪＡ全農長野は、６月25日㈭から27日㈯に御嶽海関の地元木曽町で合宿をした出羽海部屋
に、長野県産農畜産物を贈呈しました。24日㈬の
歓迎式でＪＡ木曽の亀子宗樹組合長とＪＡ全農長野
の川手秀樹管理部長が、目録と農畜産物のカゴ盛り
を手渡しました（＝表紙左上）。
　贈呈したのは、ＪＡ木曽産の「御嶽はくさい」
「御嶽生しいたけ」をはじめ、今が旬のレタス、セ
ルリー、ブロッコリー、スイカや、えのきたけ、信
州ポークなど合計100㎏。
　御嶽海関は「２場所連続の勝ち越しを３場所に伸
ばせるように、この合宿でしっかり鍛えて、皆様の
期待に応えたい」と意気込みました。
　同部屋の木曽合宿は５回目で、ＪＡ木曽と全農長
野は１回目から農畜産物を贈呈しています。

御嶽海関を県産農畜産物で応援
出羽海部屋の木曽合宿で贈呈

総務広報課

農畜産物のカゴ盛りを手渡す川手部長（右）
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　㈱Ｒ＆Ｃながの青果松本支社において、６月12日㈮にＪＡ松本ハイランド産ハウススイカ、19日㈮に
ハウスデラウエアのトップセールスが開催されました。
　12日は前日に初出荷を迎えたＪＡ松本ハイランド産ハウススイカの各品種を展示し、来場した買参人
の皆様へ試食を提供。鮮度抜群な味わいを確かめていただきました。
　トップセールスでは、同ＪＡの田中均組合長が「松本ハイランド産のおいしさの秘訣は、圃場での試し
切り・共選所での検査員の目視・機械によるセンサー通しの３つ。これらのチェック体制により、糖度・
シャリ感を全品確認し、美味しさの基準を確立していることです。地元の皆さんに地元のすいかをたくさ
ん食べていただきたいと思います。資材の高止まりが続く中ではありますが、昨年度を上回る販売のご協
力をよろしくお願いいたします」と挨拶しました。続いてＲ＆Ｃながの青果の西澤智成松本支社長より
「今年も甘くシャリ感のある例年通りのすいかに仕上がっています。露地を含め３カ月にわたる販売、何
卒よろしくお願いいたします」との言葉がありました。
　その後に行われた初競りでは、昨年を上回る価格が付くなど大いに盛り上がり、多くの関係者が集まる
中、本格的なシーズン開始を広くPRする機会となりました。

　翌週の19日はＪＡ松本ハイランド産ハウスデラウエアのトップセールスを開催し、買参人の皆様を対
象とした試食会も実施しました。
　田中組合長と西澤支社長が挨拶し、本年度のぶどう販売への期待とともに、デラウエアの出荷開始を力
強くPRしました。本年のハウスデラウエアは、実止まりや着色の進み具合も良好で、順調な仕上がりと

なっています。
　セレモニー終了後には競りが行われ、シーズン開幕にふさわしい活
気あふれるトップセールスとなりました。

　ＪＡ全農長野 市場
営業グループでは、今
後も県産農産物の消費
拡大に向け、市場や実
需者との連携を図りな
がら、旬の魅力を積極
的に発信し、リピー
ターの獲得につながる
販売提案や企画を展開
してまいります。

ＪＡ松本ハイランド産ハウスすいか・
ハウスデラウエアのトップセールスを開催

営業課 市場営業グループ

Ｒ＆Ｃながの青果西澤支社長とＪＡ松本ハイランド田中組合長

西澤支社長と田中組合長 熱気に満ちた競り

昨年を上回る価格が付いた初競り
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に、長野県産農畜産物を贈呈しました。24日㈬の
歓迎式でＪＡ木曽の亀子宗樹組合長とＪＡ全農長野
の川手秀樹管理部長が、目録と農畜産物のカゴ盛り
を手渡しました（＝表紙左上）。
　贈呈したのは、ＪＡ木曽産の「御嶽はくさい」
「御嶽生しいたけ」をはじめ、今が旬のレタス、セ
ルリー、ブロッコリー、スイカや、えのきたけ、信
州ポークなど合計100㎏。
　御嶽海関は「２場所連続の勝ち越しを３場所に伸
ばせるように、この合宿でしっかり鍛えて、皆様の
期待に応えたい」と意気込みました。
　同部屋の木曽合宿は５回目で、ＪＡ木曽と全農長
野は１回目から農畜産物を贈呈しています。

御嶽海関を県産農畜産物で応援
出羽海部屋の木曽合宿で贈呈

総務広報課

農畜産物のカゴ盛りを手渡す川手部長（右）
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　ＪＡ全農長野野菜きのこ課は６月28日㈰、松本市で開催された「ツール・ド・美ヶ原自転車レース」
で「野菜ときのこのたっぷり汁」1,000杯を提供し、県産農産物をPRしました。
　レースは、標高640ｍの松本市野球場をスタートし、標高1,910ｍの美ヶ原天狗の露路まで全長

21.6㎞、標高差1,270ｍのコースを、早い
選手は１時間で駆け上がります。ゴール地
点は気温13℃と肌寒く、スタート地点へ
戻った選手は、温かい汁を次々と受け取り
ました。汁にはハクサイ、白ネギ、えのき
たけ、ぶなしめじ、なめこをたっぷり入
れ、汗をかいた選手に合わせてやや濃いめ
の味付けに仕上げました。選手は減量して
大会に臨むため「具だくさんでおいしい」
「おかわり、いいですか」と言って味わっ
ていました。約８割が県外から参加した選
手で、長野県産農産物のおいしさを知って
いただく機会となりました。

自転車レースで「野菜ときのこのたっぷり汁」振る舞い

　ＪＡみなみ信州畜産協議会、ＪＡみなみ信
州、ＪＡ全農長野は７月２日㈭、飯田市の三尋
石集畜場で「第77回下伊那子山羊市場」を開
催しました。
　共進会では飯田下伊那地域の生産者が、この
春に産まれた日本ザーネン種の子山羊16頭を
出品しました。畜産技術協会や県飯田家畜保健
衛生所の職員が審査員となり、体格や乳房、生
殖器の形質などを審査し、長野県知事賞に飯田
市の北沢冨久男さんの雄子山羊が選ばれました。
　表彰式後に行われたセリでは、県内外から
29名の購買者が参加し、１頭ずつ競り落とさ
れました。雌19頭の平均価格は70,526円で
最高価格は96,000円、雄６頭の平均価格は
70,500円で最高価格は100,000円でした。全体の平均価格
は70,520円で昨年より20,417円高い結果となりました。例
年より出品頭数が少ないながらも活気あるセリとなりました。
　今回で77回を迎えた伝統ある「下伊那子山羊市場」は、
登録証付子山羊のみを扱う全国で唯一の競り市で、子山羊が
離乳する７月に毎年開催しています。

下伊那子山羊市場　年に一度の共進会とセリ
畜産酪農課

第77回下伊那子山羊共進会　入賞者名簿（敬称略）
特別優秀賞 優秀賞 優良賞

雌の部 三池　一矢
（大鹿村）

一　　英明
（飯田市）

横前　　修
（喬木村）

雄の部
北沢冨久男
（飯田市）
※長野県知事賞

城田　政治
（阿南町） ―

畜産技術協会や県飯田家畜保健衛生所の職員による審査

総務広報課・野菜きのこ課
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　ＪＡ佐久浅間、㈱マイパール長野、ＪＡ全農長野米穀
課は、令和８年６月23日㈫に愛知県内で特別栽培米コ
シヒカリの試食宣伝会を開催しました。
　会場は、愛知県を中心に店舗展開するユニー㈱の「ア
ピタ鳴海店」と「アピタパワー大府店」の２店舗。来店
されたお客様に炊きたての特別栽培米コシヒカリを試食

していただきな
がら、そのおい
しさや魅力を
PRしました。
　ユニーでの試
食宣伝会は２年
ぶりの開催となりました。試食したお客様からは、「甘みがあっ
ておいしい」、「食感が良い」など好評の声が多く寄せられ、お米
本来の味わいを実際に体験していただく貴重な機会となりました。
　また、試食をきっかけに商品の購入につながるケースも多く見
られ、実際に味わっていただくことの大切さを改めて実感しま
した。
　今回の試食宣伝会を通じて、お客様との対話を大切にしながら
特別栽培米の魅力を伝え、販売促進につなげることができまし
た。今後も産地と実需者とのつながりを深めながら、長野県産米
のさらなるPRに取り組んでまいります。

　ＪＡ全農長野米穀課は、長野県産米の消費拡大を目
的に「長野県産米春のお米キャンペーン」を行い、県
内外から14,657件の応募をいただきました。
　キャンペーンは、対象商品の米袋に貼ってあるキャ
ンペーンシールのシリアルナンバーを２つセットで応
募すると、抽選で150名様に8,800円分のお米券をプ
レゼントするという内容でした。
　抽選は７月７日㈫の食糧専門委員会で行い、当選者
が決定しました。当選者へのプレゼントの発送は令和
８年７月下旬を予定しています。
　米穀課では、長野米の消費拡大をより一層進めてま
いります。

長野県産米春のお米キャンペーンを実施
　～県内外から14,657件の応募をいただきました～

ＪＡ佐久浅間産　特別栽培米の試食宣伝会を開催

米穀課

食糧専門委員会による抽選
左から窪田副委員長、白鳥委員長、根津副本部長

試食をすすめる職員

お客様に直接PR

㈱マイパール長野・米穀課
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営業課　市場営業グループ
からのおしらせ

（単位：百万円、％）

JA全農長野の事業現況

区分品目 当年度実績 計画比 前年比
生 産 振 興 課 0 － 0
野菜種苗センター 75 96 94
生 産 振 興 部 計 75 96 94
米 穀 6,717 94 134
果 実 花 き 2,040 98 118
野 菜 き の こ 13,530 110 111
営 業 2,201 91 100
生 産 販 売 部 計 24,489 102 116
農 業 資 材 3,338 141 139
肥 料 農 薬 2,744 106 105
農 業 機 械 2,192 115 108
施 設 住 宅 855 152 123
生 産 購 買 部 計 9,129 123 118
畜 産 酪 農 8,201 108 107
三 岳 牧 場 11 18 14
ＳＰＦ繁殖センター 75 93 111
八 ヶ 岳 牧 場 70 84 94
畜 産 酪 農 部 計 8,358 107 106
燃料・ホームエネルギー 6,029 103 100
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,754 109 91
く ら し 1,779 98 97
く ら し 支 援 部 計 9,562 103 98
長 野 県 本 部 計 51,612 106 111

（内部販売高含む）

令和８年度６月末総供給販売高実績表

８月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 出演予定

8/11（火）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「いいＪＡん家庭菜園」

ＪＡあづみ
ＪＡファームみど
りの店

8/26（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

果実花き課

【長水支部】
　令和８年度長水経友会定期総会が６月16日にＪＡ長野県ビル
12Ａ会議室で開催されました。会員26名の方が参加され、ＪＡ
全農長野からは長谷川本部長と安武北信事業所長が出席しました。
　事業報告では令和７年６月に開催された定期総会内容の報告や
８年度の活動計画・役員改選などが決議されました。
　総会終了後には、長野中央警察署の三井巡査による特殊詐欺等
防犯対策研修として、特殊詐欺の典型事例紹介がありました。
ＪＡ全農長野　長谷川本部長からは統合後の動きと直近情勢報告
を行いました。また、埋橋県会議員による県政報告がありました。
　旧役員会長の小林哲男さんをはじめ他役員の皆さん、２年間大
変お疲れ様でした。令和８～９年度新役員の皆さんは次のとおり
です。
新役員　会　長：池田伸一さん

副会長：吉村智之さん・外谷昌幸さん
会　計：山口秀幸さん
監　事：滝沢新吾さん・武井修一さん

【上小支部】
　令和８年度経友会上小支部定期総会が、６月
16日に上田市の「東急REIホテル」で開催されまし
た。会員13名の方が参加され、ＪＡ全農長野から
は手島東信事業所長と町井課長が出席し、令和７年
度事業報告と８年度事業計画、昨今の農業を取り巻
く情勢の説明等を行いました。
　総会の事業報告では令和７年５月の役員会、６月
の定期総会および10月の秋季懇談会の報告があり
ました。
　８年度事業計画と収支予算の決定もされ、当日、
欠席された会員の近況メッセージが紹介されました。
　また、10月を目途に秋季懇談会：松茸を囲む会
のご案内がありました。
　令和７～８年度役員は次のとおりです。
役員　支　　部　　長：小林正司さん

副支部長・会計：白石文昭さん
監　　　　　事：増田　敏さん

経友会情報

　ＪＡ全農長野営業課市場営業グループ
では、ＪＡ系統品の消費喚起と消費者
へのPRを目的に、長野県の地域密着型
スーパー「デリシア」３店舗の果実売り
場と野菜売り場に、“全農長野売場”を展
開中です。
　今が旬の商品を取り揃え、季節感を存
分に感じていただける売場となっていま
す。ぜひお近くの実施店舗へ足をお運び
ください。
　市場営業グループは、今後も系統品青
果物の消費拡大に向け、市場・実需者と
連携を図りながら、旬の魅力をPRして
まいります。

地域密着型スーパー「デリシア」
の３店舗に果実・野菜の
“全農長野売場”を展開

“全農長野売場”
実施期間　７月13日㈪～10月末（予定）
実施店舗　須坂西店、三輪店、篠ノ井東店

▲

果
実
売
り
場

▲

野
菜
売
り
場
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　ＪＡ全農長野子会社８社の定時株主総会並びに一般社団法人長野県農村工業研究所の通常総会が、令和
８年６月に開催されました。
　令和８年度の常勤取締役並びに常勤監査役・常勤理事は次の通りです。

子会社等が定時株主総会、通常総会を開催
改革推進・企画課

会社・法人名 役　　　職 氏　名

株式会社全農長野計算センター 代表取締役社長 佐藤　利久
使用人兼務取締役・事業改革室長 大口　広忠

株式会社ＪＡアグリエール長野
代表取締役社長 金井　久雄
専務取締役（企画管理、物流事業） 竜野　　竜
使用人兼務取締役・企画管理部長（肥料事業、企画管理（財務担当）） 宮嵜　真一

株式会社マイパール長野
代表取締役社長 小川　郁男
専務取締役 髙木　昭彦
常務取締役 岡村　　修

長野県農協直販株式会社

代表取締役社長 平林　　務
専務取締役（「法務・コンプライアンス室、品質保証室、経営企画室」統括） 青木　澄人
常務取締役（「管理部、鶏卵部、物流部」統括） 髙山　仁孝
常務取締役（「総合営業部、食肉部」統括） 富岡　　靖
使用人兼務取締役・品質保証室長 松本　岩根
使用人兼務取締役・総合営業部長、「物流部」担当 桐山　清志
監査役 西澤　孝典

株式会社長野エーコープサプライ

代表取締役社長 工藤　政文
専務取締役（事業全般） 宮澤　秀実
常務取締役（セレモニー事業担当） 太田　義夫
取締役（管理・物流事業担当） 出澤　和幸

株式会社ジェイエイオート長野
代表取締役社長 依田　　稔
常務取締役　販売事業部長 小布施広紀
使用人兼務取締役　企画開発室長、県域事業部長 小池　英樹

株式会社長野県食肉公社 代表取締役社長 村山　壮一

信州ミルクランド株式会社

代表取締役社長 久米　仁司
専務取締役 瀧本　勝成
使用人兼務取締役・工場長 堀　　健一
使用人兼務取締役・品質保証部長 武居　正浩

一般社団法人長野県農村工業研究所 常務理事 井出　光俊

　ＪＡ全農の業務提携先である㈱ファミリー
マートより、長野・山梨県食材を使用した商
品が、６月23日㈫から７月20日㈪まで同県の
ファミリーマート約340店で発売されました。
　ＪＡ全農長野営業課は、地元食材の魅力と地
域のご当地グルメを楽しめるこだわりの６商品
のうち、「長野県産セロリとキャベツ味噌マヨ」
のセルリーとキャベツ、「富士吉
田名物大盛吉田のうどん」のキャ
ベツを供給しました。
　全農長野営業課は、長野県産食
材の魅力を生かした商品開発へ積
極的に協力してまいります。

ファミリーマートで長野県産食材を使用した商品を発売
営業課
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営業課　市場営業グループ
からのおしらせ

（単位：百万円、％）
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肥 料 農 薬 2,744 106 105
農 業 機 械 2,192 115 108
施 設 住 宅 855 152 123
生 産 購 買 部 計 9,129 123 118
畜 産 酪 農 8,201 108 107
三 岳 牧 場 11 18 14
ＳＰＦ繁殖センター 75 93 111
八 ヶ 岳 牧 場 70 84 94
畜 産 酪 農 部 計 8,358 107 106
燃料・ホームエネルギー 6,029 103 100
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 1,754 109 91
く ら し 1,779 98 97
く ら し 支 援 部 計 9,562 103 98
長 野 県 本 部 計 51,612 106 111

（内部販売高含む）

令和８年度６月末総供給販売高実績表

８月のラジオ番組表
放送日時 放送局 番　組　名 出演予定

8/11（火）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「いいＪＡん家庭菜園」

ＪＡあづみ
ＪＡファームみど
りの店

8/26（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

果実花き課

【長水支部】
　令和８年度長水経友会定期総会が６月16日にＪＡ長野県ビル
12Ａ会議室で開催されました。会員26名の方が参加され、ＪＡ
全農長野からは長谷川本部長と安武北信事業所長が出席しました。
　事業報告では令和７年６月に開催された定期総会内容の報告や
８年度の活動計画・役員改選などが決議されました。
　総会終了後には、長野中央警察署の三井巡査による特殊詐欺等
防犯対策研修として、特殊詐欺の典型事例紹介がありました。
ＪＡ全農長野　長谷川本部長からは統合後の動きと直近情勢報告
を行いました。また、埋橋県会議員による県政報告がありました。
　旧役員会長の小林哲男さんをはじめ他役員の皆さん、２年間大
変お疲れ様でした。令和８～９年度新役員の皆さんは次のとおり
です。
新役員　会　長：池田伸一さん

副会長：吉村智之さん・外谷昌幸さん
会　計：山口秀幸さん
監　事：滝沢新吾さん・武井修一さん

【上小支部】
　令和８年度経友会上小支部定期総会が、６月
16日に上田市の「東急REIホテル」で開催されまし
た。会員13名の方が参加され、ＪＡ全農長野から
は手島東信事業所長と町井課長が出席し、令和７年
度事業報告と８年度事業計画、昨今の農業を取り巻
く情勢の説明等を行いました。
　総会の事業報告では令和７年５月の役員会、６月
の定期総会および10月の秋季懇談会の報告があり
ました。
　８年度事業計画と収支予算の決定もされ、当日、
欠席された会員の近況メッセージが紹介されました。
　また、10月を目途に秋季懇談会：松茸を囲む会
のご案内がありました。
　令和７～８年度役員は次のとおりです。
役員　支　　部　　長：小林正司さん

副支部長・会計：白石文昭さん
監　　　　　事：増田　敏さん

経友会情報

　ＪＡ全農長野営業課市場営業グループ
では、ＪＡ系統品の消費喚起と消費者
へのPRを目的に、長野県の地域密着型
スーパー「デリシア」３店舗の果実売り
場と野菜売り場に、“全農長野売場”を展
開中です。
　今が旬の商品を取り揃え、季節感を存
分に感じていただける売場となっていま
す。ぜひお近くの実施店舗へ足をお運び
ください。
　市場営業グループは、今後も系統品青
果物の消費拡大に向け、市場・実需者と
連携を図りながら、旬の魅力をPRして
まいります。

地域密着型スーパー「デリシア」
の３店舗に果実・野菜の
“全農長野売場”を展開

“全農長野売場”
実施期間　７月13日㈪～10月末（予定）
実施店舗　須坂西店、三輪店、篠ノ井東店

▲
果
実
売
り
場

▲

野
菜
売
り
場
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com

くらし支援部 燃料・ホームエネルギー課の取り組み
「全農長野県本部会員会議」開催

・豊洲市場で南佐久野菜トップセールス ……………………………… 4
・ＪＡ直売所・店舗および組織・女性部担当者向け「商品見本市」を初開催 …… 4
・7月2日は「夏の長野県産レタスの日」！各地でプロモーション…… 5
・ＪＡ松本ハイランド産ハウスすいか・ ハウスデラウエアの
  トップセールスを開催………………………………………………… 7
・長野県3JA合同カーネーション市場販促・産地フェアを実施……… 8
・御嶽海関を県産農畜産物で応援　出羽海部屋の木曽合宿で贈呈……… 8
・JA佐久浅間産　特別栽培米の試食宣伝会を開催 ………………… 9
・長野県産米春のお米キャンペーンを実施 …………………………… 9
・下伊那子山羊市場　年に一度の共進会とセリ…………………… 10
・自転車レースで「野菜ときのこのたっぷり汁」振る舞い…………… 10

・ファミリーマートで長野県産食材を使用した商品を発売……… 11
・子会社等が定時株主総会、通常総会を開催…………………… 11

・地域密着型スーパー「デリシア」の3店舗に
  果実・野菜の“全農長野売場”を展開 …………………………… 12
・JA全農長野の事業現況 ………………………………………… 12
・８月のラジオ番組表……………………………………………… 12
・経友会情報 ……………………………………………………… 12


